
横河電機製高速データ収集ユニット「ＭＸ１００」を使用した 

フィルム材料製造工程集中監視適用事例 

｢Wave Researcher｣® for Windows  Ｖｅｒ３．０対応版 
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｢Wave Researcher｣® WindowsVer3.０版の使用分野は、研究所での基礎研究や製品開発用としてばかりでな

く、最近はプラントの状態監視分野などで製品の品質・信頼性を確保するために２００ｍｓ程度の高速サン

プリングでデータ収集を行うケースが増えております。当事例では、横河電機の高速データ収集ユニットを

使用して、複数のフィルム材料の製造機を集中監視する目的で導入されました。各製造機はバッチ単位で非

同期に動作するため、製造開始と終了信号により、バッチ単位に計測データファイルが作成されます。 

最近、複数のプラントの状態を１台のパソコンで集中監視するこのようなケースが増えております。 

 

(1)システム構成概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒108 東京都港区芝 4-7-1 西山ﾋﾞﾙ 

TEL.03-3769-6291(代) FAX.03-3769-6285 

ｲｰｻﾈｯﾄ

装置集中監視用  

ウインドウズ 

パソコン 

製造設備ごとの各種データを２００ｍｓ単位に

監視する。 

①監視データは非同期で稼動する製造機ごとに

 保存できる。（バッチ単位） 

②計測チャネルごとにアラーム上下限条件を指

定しておき、異常監視を行う。 

③１台のパソコンで集中監視ができ経済的。 

バッチ単位に非同期で

動作する複数の製造機

を２台のＭＸ１００で

集中監視する。将来監視

対象を拡張する予定。 

ＭＸ１００高速 
データ収集ユニット 
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２００ｍｓで常時監視 



 

(1)当システムは、それぞれバッチ単位に非同期で動作する複数のフィルム製造機の稼動状況を常時監視する

目的で導入されました。各フィルム製造機は、品種毎に２～３日単位のバッチ期間で動作します。温度や

圧力、張力等、製造中の各種条件が製品の品質に影響するため、常時監視を行う必要があります。 

①工場内に設置された６台の製造機の稼動データを２台のＭＸ１００で計測します。当ソフトでは、各製造

機からの稼動データを常時監視し、製造機から出力されるバッチ開始、終了の信号により、データの保存

を行います。各製造機は非同期に稼動するため、「ウエーブリサーチャー」の標準版では、後でトレンドグ

ラフを表示した時に、稼動していない時間帯のデータも表示してしまい、解析上不便でしたので今回の改

造では実質稼動中の部分のみ表示できるようにしました。 

②製造機から出力される稼動データが、ＭＸ１００のどのチャネルに割り当てるかを自由に指定できるので、 

 製造機ごとに測定するチャネル数を変更することや、製造機を追加することも簡単に行えます。 

    

 

 

製造機ごとに稼動データの状態監

視ができます。温度・圧力等の上

下限値を登録しておくことによ

り、警報監視も可能です。 

製造機の変更など、画面は簡単に

変更可能です。 

トレンドグラフだけでなく、 
工場の配置図や写真の入った画

面も簡単に作成できます。 

各製造機が稼動状態なのか、休止中なのか、

警報が発生しているか、一目でわかります。

画面は製造機ごとに簡単に作成できます。 

お問い合わせ先：〒108 東京都港区芝４－７－１ 西山ビル 株式会社ハビリス  システム営業部 

Tel：03-3769-6291  Fax：03-3769-6285 ｈｔｔｐ：ｗｗｗ.ｈａｂｉｌｉｓ.ｃｏ.ｊｐ 

「ウエーブリサーチャー」は 

複数のプラント機器の集中監視

に使用されております。 

フィルム材料製造工程集中監視用システムの概要 


